
  会報高松 
消費税 活かすみんなの 間税会



 

   ごあいさつ         

 

高松間税会会長 久米 加寿徳 

今回、高松間税会会長を拝命致しました久米でございます。 

どうかよろしくお願いいたします。 

村上会長におかれましては、当会を友好的にかつ飛躍的に発展させられ、改

めて敬意を表します。 

村上会長が行われた各施策を引継ぎ、微力ながら当会発展に専念する所存で

す。 

重ねて宜しくお願い致します。 

さて、ご存知のように、当会はインボイス制度導入前及び導入後において当

制度への対応が必要と見込まれる事業者の方々が税務処理等に疑義が生じない

よう、税務当局と連携し、様々な取組みを展開してきました。 

これら間税会活動を力強く推進するためには、組織を強化し間税会の存在感

を高め発言力を強めてゆくことも肝要です。 

当会の会員数は令和 6年 4月 1日現在 504 人社で昨年より 12人社減少しまし

た。 

本年も「最重点施策」であります「会員増強による組織拡大」を念頭に、「間

税会を知ってもらい間税会に入会していただく」ため、広く活動していく必要

があります。 

 具体的には、消費税の広報、消費税の研修会の開催などを実施し、税務署及

び国税関係民間団体との連携・協調を図り、「税を考える週間行事」への参加、

ｅ―Ｔａｘの利用促進、租税教室への参加など積極的に取り組んでまいります。 

そのほか、全間連、四間連及び各県連との連携を密にし、会員の意見、要望

を取りまとめ税制並びに執行に関する提言活動に積極的に取り組んでまいりま

す。 

会員の皆様には、変わらず今後とも当会活動につきまして、何分のご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

最後となりましたが、高松間税会のますますのご発展と会員各位のご健勝と

ご繁栄をお祈りいたしまて、挨拶とさせていただきます。 



 
 
 
 
 

 
 

 
ごあいさつ 

高松税務署長  永森 和彦 
 高松間税会の皆様方には、平素から税務行政全般にわたりまして、深いご理解と多大

なるご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 高松間税会におかれましては、「自主的な申告納税体制の確立を通じて、公正な税務・

税制に協力し、併せて経営の健全な発展に貢献する」ことを基本理念に、特に消費税に

関する税知識の普及、消費税完納推進運動、「税の標語」の募集及び租税教室への講師派

遣並びに e-Tax・キャッシュレス納付の周知・利用促進といった様々な事業活動に積極

的に取り組まれております。 

このような活動は、申告納税制度の下における税務行政の円滑な運営に欠くことので

きないものであり、久米会長をはじめとする役員及び会員の皆様方並びに事務局のご努

力に対し、改めて深く敬意を表する次第であります。 

 高松税務署といたしましても、これらの取組につきまして皆様方と連携・協調を図っ

てまいりたいと考えておりますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

近年、経済社会のグローバル化やデジタル化の進展により、税を含むあらゆる分野で

デジタル技術の活用が急速に拡大しております。こうした中においても、国税当局とい

たしましては、引き続き、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」

という国税庁の使命を果たすため、昨年６月、「税務行政のデジタル・トランスフォーメ

ーション－税務行政の将来像2023－」を策定いたしました。 

ここでは、①納税者の利便性の向上、②課税・徴収事務の効率化・高度化、③事業者

のデジタル化促進という３つの柱に基づき、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにでき

る社会」を目指し、ｅ-Tax及びキャッシュレス納付の利用拡大はもとより、税務手続や

業務の抜本的見直しに取り組んで行くこととしております。 

なお、キャッシュレス納付の利用拡大つきましては、税務署や金融機関に行かなくて

も国税の納付が行えるなどの納税者の利便性向上と社会全体のコスト縮減の観点から、

金融機関、地方団体及び関係民間団体と連携しながら、その利用拡大に向けて積極的に

取り組んでいるところです。まだご利用いただいていない会員の皆様には、是非、早期

のご利用をご検討いただきますようお願い申し上げます。 

私どもといたしましては、納税者の方が自ら正しい申告と納税をスムーズかつスピー

ディーに行えるよう、着実な周知・広報や丁寧な相談に努めてまいりますので、高松間

税会の皆様方におかれましては、より一層のお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

結びに当たりまして、高松間税会の今後益々のご発展と会員皆様方のご健勝並びに事

業のご繁栄を心から祈念いたしまして、私のあいさつとさせていただきます。 

 



高松間税会第 52 回通常総会 

 

 

 第 52 回通常総会は、令和 6 年 8月 29 日マリンパレスさぬきにて開催予定で

したが大型台風接近によりやむなく中止となりましたが、書面決議によりいず

れの議案も賛成多数で可決されました。 

 

☆  第１号議案 令和 5年度 事業報告 

当期中における主な事業の概要は、次のとおりである。 

 

5. 7.27  理事会（会場・WEB 開催） 

       全間連総会東京大会、四間連、香川県連総会について、高松間税

会通常総会開催計画、役員の改正、会員増強、その他当面の問題等

について協議した。 

5. 7.27    県連常任理事会（会場・WEB 開催） 

       全間連総会東京大会、四間連、香川県連通常総会開催計画につい

て、香川県連役員の改正、会員増強、その他当面の問題等について

協議した。 

       村上会長ら役員が出席した。 

5. 8.24  第 51 回通常総会（レクザムホール） 

令和 4 年度事業報告及び収支決算、並びに令和 5年度事業計 

画及び収支予算等について審議し承認された。 

5. 8.24  香川県間税会連合会第 51 回通常総会（レクザムホール） 

令和 4 年度事業報告及び収支決算、並びに令和 5年度事業計 

画及び収支予算等について審議し承認された。 

村上会長ほか審議員が議決権行使した。 

5. 9. 7  四間連第 50 回通常総会（高知・三翠園） 

       令和 4年度事業報告及び収支決算、並びに令和 5年度事業計 

      画及び収支予算について審議し承認された。 

村上会長ほか審議員が議決権行使した。 

5. 9.19    四国税務連絡協議会（高松国税局） 

高松国税局幹部と関係民間団体で、意見交換を行った。 

村上会長、事務局長が出席した。 

5. 9.20   全間連第 50 回通常総会 創立 50 周年記念式典（東京大会） 

村上会長ほか 34 名が参加した。高松間税会より６名の方が功労

者表彰を受賞された。 

5.11.12   街頭広報 



       丸亀町グリーンで開催された、高松法人会主催のタックスウォ 

ークラリー2023 会場において、「税の標語」の入選作品の展示を行

った。 

      また、商店街の通行人等に対して、世界の消費税図柄刷込みクリ

アファイル等を配布した。村上会長・久米副会長、松井青年部部会

長、事務局が参加した。 

5.11.11  税の標語の募集及び表彰（11.11～11.17） 

        税の標語を募集した結果、11 中学校より 499 名 1,181 点の応募が

あり、全国入選 1、高松税務署長賞１、高松市長賞１、高松間税会

会長賞１など 15 名の表彰を各中学校で行なった。 

5.12. 7  第 24 回女性部会、青年部会合同研修会（マリンパレスさぬき） 

        西内高松税務署長 に、「国税庁 HP 内の相続税の話題」と題し講

演をいただいた。長尾、丸亀、観音寺間税会の女性部からの参加も

あり、42 名の参加で実施された。 

来賓として、永野副署長、源島法人一部門統括官、村上高松間税

会会長をお迎えした。 

5.12.20    広報誌「会報高松」24 号を発行した。 

6. 1.25～28   高松イオンにて税の標語展示 

6. 2.13～3.15 確定申告会場（シンボルタワー）にて税の標語掲示  

6. 4. 1   消費税に関するアンケート調査（対象 80 人社）及び組織状況調査 

（会員数等調）を実施した。会員数は、504 人社であり、前年より

12 人社減少した。 

6. 4.25  高松間税会常任理事会（会場・WEB 開催） 

全間連総会開催（6.9.26 札幌大会）開催について、四間連通常

総会(6.9.5 徳島)香川県連・高松間税会総会開催（6.8.29 ﾏﾘﾝﾊﾟﾚｽ

さぬき）四間連女性部研修会（6.5.28 高知）について協議すると

ともに、その他当面の問題について協議した。 

 村上会長ら役員が出席した。 

6. 5. 8  令和６年度定額減税説明会開催 

      リーガホテルゼスト高松に於いて高松法人会様と協賛して開催

した。高松間税会会員からも多数出席した。 

6. 5.27  租税教室 

       濱口静治監事が植田小学校 6年生 12 名に対し、租税教室の講

師を行なった。濱口講師自身の話題から子供達をひきつけ税金の

大切さを子供達に伝えた。事務局からも参加した。 

6. 5.27  高松市租税教育推進協議会 久米副会長出席 

6. 5.28  四間連女性部第 23 回研修会（高知・牧野植物園） 

高松間税会から女性部会員及び事務局が参加した。 

6. 6. 4   中学校へ「税の標語」応募依頼 



高松税務署管内の全中学校へ、消費税クリアファイル、税の標語

応募用紙を配布し応募依頼した。    

応募締め切りは９月 10 日である。 

6. 6.14  四間連青年部合同研修懇親会（㈱ブルーム・クラシック） 

 愛媛テクノ工場に青年部会員が参加した。  

6. 6.19   香川年租税教育推進協議会会 

久米会長が出席した。 

6. 6.28  租税教室 

      宮井事務局長が東植田小学校 6年生 5名に対し、租税教室の講師

を行なった。 

 

 

 

 

（その他の行事） 5．7．1 ～ 6．6．30 

〇全間連行事への参加 

正副会長会議、常任理事会、各専門委員会会議に関係役員が参加 

〇会報誌等配付 

全間連会報誌 158、159、160 号、税のしるべ全間連創立 50 周年記 

念特集号、全間連 50 年の歩み等を配布した。 

〇ホームページ 

随時更新して活動状況等を公開した。 

 

 

 

 

 

（参考：令和６年７月以降の行事等） 

6. 7.24  理事会（WEB 開催） 

       全間連総会東京大会、四間連、香川県連総会について、高松間税

会通常総会開催計画、役員の改正、会員増強、その他当面の問題等

について協議した。 

6. 7.24    県連常任理事会（WEB 開催） 

       全間連総会東京大会、四間連、香川県連通常総会開催計画につい

て、香川県連役員の改正、会員増強、その他当面の問題等について

協議した。 

      村上会長ら役員が出席した。 

6. 8.29  第 52 回通常総会（マリンパレスさぬき） 
      大型台風接近となり会場開催をやむなく断念。 



      書面決議となる。 

令和 5 年度事業報告及び収支決算、並びに令和 6年度事業計 

画及び収支予算等について審議し承認された。 

村上会長勇退につき久米新会長となる。 

6. 8.29  香川県間税会連合会第 52 回通常総会も中止となり書面決議となる。 

令和 5 年度事業報告及び収支決算、並びに令和 6年度事業計 

画及び収支予算等について審議し承認された。 

村上会長勇退につき久米新会長となる。 

6. 9. 5  四間連第 51 回通常総会（徳島グランヴィリオホテル） 

       令和 5年度事業報告及び収支決算、並びに令和 6年度事業計 

      画及び収支予算について審議し承認された。 

村上会長ほか審議員が議決権行使した。 

村上会長勇退につき久米新会長となる。 

村上会長は顧問に就任された。 

6. 9.26   全間連第 51 回通常総会 （札幌大会） 

久米会長ほか 22 名が参加した。 

6.10. 2    四国税務連絡協議会（高松国税局） 

高松国税局幹部と関係民間団体で、意見交換を行った。 

久米会長、事務局長が出席した。 

6.11. 2   街頭広報 

       丸亀町グリーンで開催された高松法人会主催のタックスウォ 

ークラリー2024 会場で「税の標語」の入選作品を展示した。 

      商店街の通行人等に対して、世界の消費税図柄刷込みクリアファ

イル等を配布した。 

久米会長、村上顧問等及び事務局が参加した。 

6.11.11  税の標語の募集及び表彰（11.11～11.17） 

       税の標語を募集した結果、9 中学校より 210 名 538 点の応募があ

り、全国入選 1、高松税務署長賞１、高松市長賞１、高松間税会会

長賞１など 15 名の表彰を各中学校で行なった。 

6.12. 5  第 25 回女性部会、青年部会合同研修会（マリンパレスさぬき） 

        永森高松税務署長 に、「税務行政の現状と課題」と題し講演を

いただいた。長尾、丸亀、観音寺間税会の女性部からの参加もあ

り、42 名の参加で実施された。 

来賓として、諏訪副署長、源島法人一部門統括官、久米高松間税

会会長をお迎えした。 

6.12.20   広報誌「会報高松」25 号を発行した。 

  



☆  第２号議案 令和５年度 収支決算報告 

                   （自 5.7.1～至 6.6.30） 

収入の部                      支出の部   

勘定科目 金 額 勘定科目 金 額 

前期繰越金 2,449,912 分 担 金 515,000 

会費収入 2,017,974 部会補助金 150,000 

賛助会員（個人） 90,000 総会等会議費 104,245 

事務受託費収入 300,000 会 報 費 31,910 

特別収入 282,000 その他活動費 274,000 

雑 収 入 11 通信運搬費 278,914 
  水道光熱費 55,247 
  事務用品費 98,095 

  旅費交通費 182,873 

  家  賃 312,000 

  給   与 599,126 

  雑  費 9,759 

  次期繰越金 2,528,728 

合   計 5,139,897 合   計 5,139,897 
    

    

 
 

☆  第３号議案 令和 6年度 事業計画 

 

１ 基 本 方 針  

自主的な申告納税体制の確立を通じて、公正な税務・税制に協力し、併せて 

経営の健全な発展に貢献することを基本理念として、全国組織のもとで国税 

当局及び他の税務関係民間団体と連絡・協調を図り、税知識の周知徹底を図 

るための事業活動を推進するとともに、税制並びに執行に関する提言活動を進

める。 

 

２ 重 点 施 策  

（１）組織の拡充、会員増強 
   本会の目的達成のためには、組織の拡充強化を図ることが最優先課題で 

あり、会員増を目指して、組織拡充に努める。 
      各委員会（総務委員会、組織委員会、税制・研修委員会、広報委員会） 

が一体となって積極的な活動を行う。 



 
（２）消費税等に関する啓発・広報 
  イ 消費税定着推進運動の実施 

（イ）消費税の広報・周知活動 
（ロ）消費税の研修会、説明会の開催（他の団体との共催を含む） 

   （ハ）消費税完納運動の推進 

 
ロ 「税を考える週間」行事への参加 
（イ）所轄税務署と連携を図り、積極的に参加する。 
（ロ）街頭広報や各種会合において、「税の標語」作品の展示、｢世界の 

消費税」図柄刷込みクリアファイルを活用する。 
（ハ）「税の標語」の募集を通じて税の啓蒙に努める。 

 
ハ 租税教室の講師養成講座への参加及び派遣事業に協力する。 

 
ニ 税制並びに執行に関する提言活動 

    四間連及び県間連との連携を密にし、会員の意見、要望等を取りまと 
めその具体化を図る。 

  そのため、全間連が提言活動の一環として実施している「税に関するア 
ンケート調査」に積極的に取り組む。 

 
（３）青年部・女性部の育成 

     青年部・女性部の英知と行動力が会活動の活性化に寄与することから、

組織の育成に努める。 

  
（４）国税当局等との連絡協調 

    国税当局及び他の税務関係民間団体等との連絡協調をより一層深め、信 
頼関係の確立に努めるとともに、各種施策に積極的に取り組む。 

    具体的には、 
① 国税の電子申告・納税（ｅ－Tａｘ）の利用活用 
② eＬＴＡＸの利用活用 
③ キャッシュレス納付の利用 
④ マイナンバー制度の適正利用と周知活動 

等に取り組むこととする。 

 
（５）本会の目的達成のため必要な事項を行う。 

 
 



☆ 第４号議案 令和 6 年度 収支予算 

                   （自 6.7.1～至 7.6.30） 

収入の部                      支出の部   

勘定科目 金 額 勘定科目 金 額 

前期繰越金 2,528,728 分 担 金 515,000 

会費収入 2,100,000 部会補助金 150,000 

賛助会員（個人） 90,000 総会等会議費 110,000 

事務受託費収入 300,000 会 報 費 50,000 

特別収入 300,000 その他活動費 280,220 

雑 収 入 11 通信運搬費 280,000 
  水道光熱費 60,000 
  事務用品費 100,000 

  旅費交通費 190,000 

  家  賃 312,000 

  給   与 600,000 

  雑  費 10,000 

  次期繰越金 2,661,519 

合   計 5,318,739 合   計 5,318,739 

 

  



☆ 第 5 号議案 「役員改選」                （Ｒ6.12.20 現在） 

人数 役  職 氏  名 名     称 備  考 

1 会 長 久米 加寿徳 久米加㈱     

7 

  小竹 和夫 ㈱小竹組   

  多田 和仁 ㈱百十四銀行     

  宮城 直樹 ㈱香川銀行  

副会長 岩佐 武彦 ㈱岩佐佛喜堂   

  吉岡 和子 (社）光寿会      女性部会長   

  長瀬 裕亮 大一電気工業㈱     青年部会長   

  香川 裕史 セーラー広告㈱   

    川上 良夫 ㈱合田工務店  

  荒井 孝子 スコープ  

10 

 

 

  

  池 田  晃 一光電機㈱   

  松井 美親 ㈱ブラウニー    

常任理事 宮本 吉朗 ㈱アムロン   

 田中 康子 ㈱メガネのタナカヤ   

 田村 光博 ㈱宗家くつわ堂   

  冨田 隆二 ㈱富田住宅センター   

  住田  稔 住田稔税理士事務所   

  森  裕輝 （税）石川オフィス会計  

16 

  泉谷 正紀 香川ダイハツ㈱   

  香川 豊子 ㈱香川時計商会   

  辻  清州 ㈱グランド劇場   

  浜  大輔 エヌケー建設㈱   

  樋口 高良 ㈱太洋木材市場   

  古家 敏弘 ㈱山地宝松園   

  開出  昭 ㈱COCOLO TOKIO   

理 事 鍋坂 信也 ナベプロセス㈱   

  松木 雄史 (有)アサヒ工芸社   

  武田千登世 武田歯科医院   

  朝倉  一 ネッツトヨタ高松㈱   

  三矢 昌洋 ㈱喜代美山荘   

  奈良 茂子 (有)奈良企画   

  若宮 達也 若宮産業㈱   

  武智 康行 (株)ベルモニー   

  辻  隆志 (株)辻医科器械   

2 監 事 
岩部 達雄 岩部税理士事務所   

濱口 静治 濱口静治税理士事務所   

1 顧 問  村上 義憲 セーラー広告㈱  

36     

 



高松間税会 女性部・青年部合同第 25 回研修会 
 
 令和 6 年 12 月 5 日（木）、高松間税会女性部・青年部合同研修会がマリンパレスさ

ぬきにおいて、永森高松税務署長を講師に、諏訪同副署長、源島同法人課税第一部門

統括官、久米高松間税会会長を来賓に迎え 42 名の参加者により開催されました。 
丸亀女性部から伊原県連女性部副部会長、観音寺女性部から野原県連女性部副部会

長、坂出女性部から吉田県連女性部副部会長、長尾女性部から柳井県連女性部副部会

長ほか多数の参加がありました。 
永森署長は「税務行政の現状と課題」と題して話をされました。 
身近な税金について大変分かりやすく話をされ 60 分の講話もあっという間でした。 

 研修会終了後昼食会が開催され、皆さん食事をしながら懇親を深めました。 

  
 

   
 

   



  

 

 

  
 

  

     



  

 

 

        



 

 

            



 

 


